
 1

平成２２年１２月２１日/首都高速道路株式会社 

 

首都高速道路株式会社第６期（平成２３年３月期）中間決算のポイント 

（会計期間：平成２２年４月１日～平成２２年９月３０日） 

 

１．連結経営成績の概要 

 

                                （単位：億円 億円未満切捨て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。 

 

 営業収益については、高速道路事業において、交通量が１１３．３万台／日（前年同
期比１．３％増、１．４万台／日増）と景気回復により増加した結果、１，３１３億円

（同４７億円増）となりました。 

 営業費用については、高速道路事業において、独立行政法人日本高速道路保有・
債務返済機構との｢都道首都高速１号線等に関する協定｣に基づく道路資産賃借料

が前年同期より増加となり、１，３１６億円（前年同期比１７億円増）となりました。 

 以上の結果、営業損失２億円（前年同期は営業損失３２億円）となりました。 

 なお、経常損失２億円（前年同期は経常損失３１億円）、中間純損失２億円（前年同
期は中間純損失２０億円）となりました。 

 

 平成 23 年 3 月期

中間期連結実績（A）

平成 22 年 3 月期

中間期連結実績（B）

増減 

（A）―（B） 

 

営業収益 １，３１３ １，２６６ ４７ 

料金収入等 １，２４１ １，２０７ ３３ 

道路資産完成高 ５２ ３８ １３ 

 

 

その他（関連事業） ２１ ２１ ０ 

 

営業費用 １，３１６ １，２９８ １７  

 内：道路資産賃借料 ９８６ ９６９ １６  

営業損（△）益 △２ △３２ ２９  

 経常損（△）益 △２ △３１ ２９  

 中間純損（△）益 △２ △２０ １７  
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２．平成２３年３月期の連結業績見通し 

 

                                         （単位：億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。 

 

営業収益は３，０９８億円、営業利益は７億円、経常利益は４億円、当期純利益は２億円とな

る見込みです。 

 料金収入等については、利用交通量が、１日当たり１１３万５千台（前年同期比１．
３％増）と見込まれ、景気回復の影響により大型車の交通量が増加していることか

らも増収を見込んでいます。 

 道路資産完成高については、平成２２年１０月の川崎線（殿町～大師ジャンクション
間）の開通等に伴う機構への引渡しを計上しています。 

 

注）上記に記載した予想数値は、現時点での情報により判断した見通しであり、多分に不確定

な要素を含みます。実際の業績等は様々な要素により上記予想数値と異なる場合があります。 

 通期連結見通し

（Ａ） 

平成 22 年 3 月期

実績（B） 

増減 

（A）―（B） 

 

営業収益 ３，０９８ ４，９９１ △１，８９３

料金収入等 ２，４７５ ２，４１７ ５７

道路資産完成高 ５２２ ２，５００ △１，９７８

 

 

その他（関連事業） １００ ７７ ２２

 

営業費用 ３，０９０ ４，９４１ △１，８５１  

 内：道路資産賃借料 １，８４１ １，７９１ ４９  

営業利益 ７ ５０ △４３  

 経常利益 ４ ４９ △４５  

 当期純利益 ２ １８ △１６  
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（参考）平成２３年３月期の個別業績について 

 

（単位：億円） 

   中間期個別実績 通期個別見通し 事業計画 前年度実績 

<高速道路事業>  

 営業収益 １，２９３ ２，９９７ ３，０４８ ４，９１４

料金収入等 １，２４１ ２，４７５ ２，４４１ 

 

２，４１４ 

道路資産完成高 ５２ ５２２ ６０６ ２，５００

 営業費用 １，３０４ ２，９９７ ３，０４０ ４，８９３

賃借料 ９８６ １，８４１ １，７８２ １，７９１

道路資産完成原価 ５２ ５２２ ６０６ ２，５００

 

管理費 ２６６ ６３２ ６５２ 

 

６０１

 営業損（△）益 △１０ ０ ７  ２０

<関連事業>   

 営業利益 １ ２ ２  ４

<全事業>   

 営業損（△）益 △９ ２ ９ ２５

 経常損（△）益 △７ ２ ２ ２３

 当期純損（△）益 △３ １ １ 

 

４

 

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。 

 

注）上記に記載した予想数値は、現時点での情報により判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含みます。実際の業績等は様々な要素により上記予想数値と異なる場合があります。 

 


